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はしがき

近年の医学の進歩に伴い、人体のデータや症例に即した良質の医学教育・診断用

プログラムの開発が急務となっている。現在、様々な医学教育用のコンピュータソ

フトウエアが市販されているが、その多くは診断用画像の集合であったりアニメ

ションを主体としたものであり、科学的正確さに欠けるものが少なくない。また、

基礎医学の分野では、光学顕微鏡用の組織標本を除いては、実際のヒト標本を用い

た教育用ソフトは皆無に近い。これは、適切な人体資料が少ないこと、人体の構造

をデータ化して画像化することが容易でないことがその主たる原因であるO

形態学、特に発生学の分野では、胎内で時々刻々に変化する複雑な形態形成過程

を理解するには、時間の要素をとり入れた四次元画像を作製することが不可欠であ

るが、一般の発生学書では、断片的なイラストや平面的な写真を提示するにとどま

っており、これらの静止画像からダイナミックな四次元の現象を理解するのは一般

の研究者や学生にとっては容易でない。

本研究グループはこれまでに、発生学の教育と研究に利用できるユニークで質の

高い画像提示システムと画像データベースを開発すべく共同で研究を進めてきた。

これまでに、ヒト胎児の連続組織切片標本から胎児の形を組み立てる再構築法を用

いた研究を行ってきたが、この方法では組織標本の作成とコンピュータ画像の再構

築に多大の時間がかかり、多数の標本を対象として行うのは実際的で、なかった。一

方、人体材料の微細構造を insituで観察できる方法として MR(磁気共鳴)マイク

ロスコープがあるが、従来の MRマイクロスコープはほとんどが高磁場 MR装置

であり、特別な設置場所や装置の維持管理が必要であった。また、初期胎児のよう

な数ミリの大きさの標本の微細構造を撮像できる装置はほとんどなかった。本研究

の分担研究者である巨瀬は安価なコストで独立した撮像システムをもっ新しい MR

マイクロスコープ (MRMICS: MR Microscope using an Independent Console System) 

の開発に成功し、植物や人体摘出臓器について良質の画像を得ることに成功してい

るO こ MRマイクロスコープシステムを利用すれば、丸ごとのヒト胎児標本を短

時間にスキャンして三次元画像を自動的に構築することが可能である。

本研究は、多数のヒト佐子標本を保有し、すぐれた MRマイクロスコープを利

用できるわが国でのみ可能な先駆的な計画で“"、わが国独自"ヘ吋、Vi臼S1ぬbleH而um庇ma"

Embrザyγ"川，

画{像象のデ一夕ベ一スを広く公関し、発生学の教育・研究に利用できるようにする。

また、ここで得られたノウハウを基礎医学・臨床医学へ応用すると共に、近年の分

子生物学の進歩に伴い様々の遺伝子産物 (nlRNA、蛋白など)の生体内三次元分布

whole町nlountin situで観察し、その三次元マッピング念行うことが可能になるので、

関連の研究分野への応用可能性は極めて大きい。
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